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o
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申
請
日

申
請
者

事
業
名

会
場
・
開
催
期
日

事
業
の
目
的
・
対
象
・
内
容
等

入
場
料

新
規

継
続

承
認
区
分

及
び
決
定
日

審
査
結
果

1
H
3
0
.
6
.
1
9

一
般
財
団
法
人
　
林

美
術
財
団
　
名
都
美

術
館
　
館
長
　
石
丸

正
運

〈
特
別
展
〉
大
阪
新
美
術

館
所
蔵
名
品
展
　
と
っ
て

お
き
！
日
本
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
ｰ
東
京
、
京
都
、
大

阪
、
三
都
の
画
家
た
ち
ｰ

会
場
：
名
都
美
術
館

日
時
：
H
3
0
.
1
0
.
1
2
(
金
)

～
H
3
0
.
1
2
.
9
(
日
)

〇
目
的
：
長
久
手
市
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
一

般
市
民
に
見
て
も
ら
い
、
市
民
文
化
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
長
久
手
市
民
を
は
じ
め
多
く
の
一
般

市
民

〇
内
容
：
東
京
、
京
都
、
大
阪
で
活
躍
し
た
画

家
達
の
選
り
す
ぐ
り
の
日
本
画
を
2
0
2
1
年
度
に

大
阪
で
開
館
す
る
美
術
館
に
先
駆
け
て
紹
介
す

る
。

一
般
：
1
,
0
0
0
円

継
続

4
年
目

後
援

Ｈ
3
0
.7
.1
9

※
7
月
1
9
日
意
見
交
換
済

市
民
の
文
化
発
展
に
寄
与
す
る
催
し

物
で
あ
る
た
め
、
後
援
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
。

2
H
3
0
.
6
.
1
8

公
益
財
団
法
人
　
愛

知
県
教
育
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
　
理
事

長
　
中
野
幹
也

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
2
0
1
8

会
場
：
愛
・
地
球
博
記

念
公
園

日
時
：
H
3
0
.
1
0
.
2
8
(
日
)

〇
目
的
：
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
を
県
民
に
広

く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
県
民

〇
内
容
：
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

を
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
け
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
広
く
親
し
ん

で
も
ら
う
。

無
料

継
続

4
年
目

後
援

Ｈ
3
0
.7
.1
9

※
7
月
1
9
日
意
見
交
換
済

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
を
県
民
に
広

く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
振
興
を

図
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

い
年
代
の
方
々
に
広
く
親
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た

め
、
後
援
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。

3
H
3
0
.
6
.
2
8

名
古
屋
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会
　
棚
橋
哲
也

第
1
0
回
名
古
屋
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
フ
ェ
ス
タ

会
場
：
地
球
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
（
愛
・
地
球

博
記
念
公
園
）

日
時
：
H
3
0
.
9
.
2
(
日
)

〇
目
的
：
一
般
市
民
に
対
し
て
運
動
を
通
じ
、

健
康
を
広
め
る
こ
と
に
よ
る
社
会
貢
献
及
び
地

域
活
性
を
目
的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
一
般
市
民

〇
内
容
：
一
般
市
民
の
た
め
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
健
康
講
座
、
一
般
市
民
参
加
の
ダ
ン
ス
発

表
会
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
。

無
料

継
続

4
年
目

後
援

Ｈ
3
0
.7
.1
9

※
7
月
1
9
日
意
見
交
換
済

一
般
市
民
に
対
し
て
運
動
を
通
じ
、

健
康
を
広
め
る
こ
と
に
よ
る
社
会
貢

献
及
び
地
域
活
性
を
目
的
と
し
て
い

る
た
め
、
後
援
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
。

4
H
3
0
.
7
.
5

ラ
ン
ナ
ー
ズ
カ
ッ
プ

実
行
委
員
会
　
会
長

竹
中
清
朗

不
動
産
S
H
O
P
ナ
カ
ジ
ツ

p
r
e
s
e
n
t
s
第
1
2
回
ナ
ゴ
ヤ

ラ
ン
ナ
ー
ズ
カ
ッ
プ
新
春

初
マ
ラ
ソ
ン

会
場
：
愛
・
地
球
博
記

念
公
園

日
時
：
H
3
1
.
1
.
6
(
日
)

〇
目
的
：
楽
し
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
継
続
し
て
も

ら
い
、
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
小
学
生
以
上

〇
内
容
：
マ
ラ
ソ
ン
大
会

2
,
0
0
0
円
～
6
,
0
0
0
円

新
規

後
援

Ｈ
3
0
.7
.1
9

※
7
月
1
9
日
意
見
交
換
済

家
族
や
仲
間
で
楽
し
め
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
楽
し
く
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
継
続
し
て
も
ら
い
、
健

康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た

め
、
後
援
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。

後
援
・
推
薦
に
係
る
審
査
結
果
報
告
書

資料３



No. 申請日 申請者 事業名 会場・開催期日 事業の目的・対象・内容等 入場料
新規
継続

承認区分
及び決定日

審査結果

5 H30.7.5
クラス会議セミ
ナー実行委員会
柴田麻里子

第2回クラス会議セミ
ナーin尾張旭

会場：尾張旭市　渋
川福祉センター
日時：H30.9.1(土)

〇目的：アドラー心理学を基にしたクラ
ス会議の理論、方法を伝えることを目的
としている。
〇対象：小中高の教員
〇内容：クラス運営や新指導要領に対応
できるクラス会議について学ぶ。理論だ
けで無く、ワークショップで実践し、ク
ラス会議の効果を体感してもらい、現場
で実践してもらう。

1,000円 新規
後援

Ｈ30.7.19

※7月19日意見交換済
クラス運営や新指導要領に対応
できるクラス会議についてワー
クショップで実践し、クラス会
議の効果を体感してもらい、現
場で実践してもらうことを目的
としているため、後援すること
が適当である。

6 H30.7.7
ＮＰＯ法人楽知ん
研究所　代表理事
宮地祐司

親子孫で〈たのしい仮
説実験〉講座（長久手
会場）

会場：愛知県立芸術
大学
日時：H30.8.4(土)～
H30.8.5(日)

〇目的：子どもから大人まで、本格的な
科学入門講座を体験することで、知的に
充実した時間をつくり、予想を立てて実
験するというプロセスを経ることで、考
える楽しさを味わうことを目的としてい
る。
〇対象：小学生とその保護者
〇内容：小学生とその保護者を対象に、
本格的な科学入門講座を体験すること
で、知的に充実した時間をつくる

１コマ家族あたり
/1,620円

継続
4年目

後援
Ｈ30.7.19

※7月19日意見交換済
小学生とその保護者を対象に、
本格的な科学入門講座を体験で
きるため、後援することが適当
である。

7 H30.6.24
長久手市体育協会
会長　加藤正雄

長久手招待少年サッ
カー大会

会場：長久手スポー
ツの杜
日時：H30.8.25(土)
～H30.8.26(日)

〇目的：サッカーを通じて親睦を図り体
力を鍛え、フェアプレー精神を学び社会
に通じる正しい人間形成に役立てること
を目的としている。
〇対象：小学６年生以下で編成した愛知
県内外チーム
〇内容：愛知県内外１６チームによる
サッカー大会

入場無料、参加
費：10,000円/1

チーム

継続
3年目

後援
Ｈ30.7.19

前年度後援実績があり、サッ
カーを通じて親睦を図り体力を
鍛え、フェアプレー精神を学び
社会に通じる正しい人間形成に
役立てることを目的としている
ため、後援することが適当であ
る。

8 H30.7.5
子育て支援ネッ
ト・ながくて　田
端香代子

第9回　子育てフェスタ
会場：長久手福祉の
家
日時：H30.9.24(月)

〇目的：地域で子育てを考えながら長久
手ながらの防災を考える。
〇対象：防災を考える大人（同伴する小
学生以上の子ども）
〇内容：子連れでの避難の仕方を体験談
を交えて講演する。避難リュックに何を
入れておけば良いのか等一緒に防災につ
いて考える。

300円
継続
1年目

後援
Ｈ30.7.10

前年度援実績があり、地域で子
育てを考えながら長久手での防
災を考えることを目的とするた
め、後援することが適当であ
る。


